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備が進められており､洋山新港プロジェクトと呼
ばれている.予定2020年の完成時には､50バース､
年2000万TEUの巨大港湾基地となる｡
一万､百年間イギリスの殖民地であったの歴史
を持つ香港は､1997年7月1日､中国に返還され､
中国の特別行政区となった｡しかし､当時､世界
経済における国際センター､貿易センター､アジ
アで重要な中継貿易港としての地位を維持できる
が､一国二制という形態が共存している｡この十
年をみると､対国内ビジネス窓口として､また､
国際金融､港湾物流拠点センターとしても香港の
機能は国内本土の経済発展によってますます強固
なものとなった｡香港は目覚 しく経済成長を遂げ
でおり､特に港湾 (空港にも含め)建設開発とア
ジアではコンテナ貨物取り扱量が ドープであり､
その地位を依然として占めている｡
また､香港港は後背地に巨大的な国内市場をも
ちおり､近年､とりわけ日本､欧米および台湾か
らの中国向け投資が増加し､海上貿易における中
継貿易港として貨物の取り扱量が年々増加してい
る｡
東アジアは21世糸己には国際物流における国際
コンテナ輸送がより一層に活発となり､各国も国
家的なプロジェクトとして港湾の整備や開発を積
極的に進めている｡港湾建設とともに､国際物流
輸送の競争力の強化と拠点港湾としての地位を確
保するために港湾整備に加え管理運営政策にも積
極的に取り組んでいるC上海港がロジスティクス･
ハブ港を目指す課題は山積みしている｡また､上
海港の利用者に対するメリットを高めるための物
流処理や通関手続きなどに関するソフト面での支
援と改善も課題である｡
国際物流における相手国及び国内各港の厳しい
競争の中で､ハブ港としての上海港と自由貿易地
域の特徴を持つ中継貿易港として香港港は今後の
対応､及び港湾管理､並びに港湾建設などが今後
の課題である｡
本論文は国際物流における中国近代大都市港湾
の開発と建設発展状況及び中国各主要港湾の現況､
特にハブ港としての上海港と中継貿易港としての
香港港に視点をおいて､港湾の発展状況及び開発
建設､並びに管理運営､そして今後の課題などに
ついて考察し､大都市港湾物流としての役割及び
動向について検討するものである｡本論文の構成
は以下の通りである｡
第 Ⅰ章は､国際物流の産生､歴史､その発展､
現在の輸送手段および技術の進化状況について考
察し､国際物流における港湾の地位と役割を分析
する｡
第Ⅰ章は､国際物流における中国国内の物流発
展経緯と各輸送形態の現状と動向を論述し､経済
発展に伴う､華南経済圏におけるコンテナ港の建
設と沿海各港湾間競争及び国内港湾貨物取扱量な
どについて考察する｡
第Ⅲ章は､国際物流における中国港湾の発展歴
史と港湾の開発建設､運営政策現状を論述し､現
在の中国海運市場の状況及び日中海運の現状につ
いて言及する｡
第Ⅳ章は､国際化大都市における国際的なハブ
港を目指す上海洋山深水溶の建設開発戦略及び建
設の目的について解明し､新港湾の役割について
論述する｡
第Ⅴ章は､中継貿易港として重要な国際経済の
中心に地位する､香港港の地位と役割およびコン
テナターミナルの整備とフィーダー輸送の将来性
について論述する｡
終わりとして､中国港湾と国際物流の一層の進展
を図るため､両港間 (香港港と上海港)の相互の
依存と協調体制について考察する｡両港が将来に
向けて相互に良い影響を与え合うことが深強く望
まれるものである｡
